
 

 

 

 

 

 

 

 

       新年おめでとうございます。 

                                施設長  大倉  透 

  皆さん、新しい気持ちで、お正月をお過ごしのことと存じます。 

  昨年は、スポーツや、ノーベル賞、お天気不順や不可解な事故、災害、エボラ熱、デング熱の 

 蔓延などに話題が事欠きませんでした。今年は、どんな年でしょうか。 

 

  グレイスとしては、開設 20 周年という節目を迎えます。気がつくことは、設立当初とは、老人

福祉の状況は、ずいぶん、変わりました。超高齢化社会といわれるにふさわしく、利用者さんの年

齢が大幅に上がっており、障害を引き起こした病気も、最初の頃の、脳卒中が減り、骨が折れたり、

心臓が悪かったり、認知症だったり、と様変わりです。私たちは、それに対応しなければなりませ

ん。国の施策は追いつかず、現場は混乱するばかりです。利用者さんの処遇に、跳ね返らないよう

に努力しなければなりません。 

  75 歳以下の方は、今後毎年 100 万人ずつ減少、75 歳以上は、2025 年まで、毎年 50 万人ずつ増え

るといわれております。現在の医療、福祉制度を、経済といかに平衡させるか、国民みんなで、知

恵を出さなければなりません。 

 

  昨年、はやぶさ 2号は、1号の経験から改良を加え、新たに 52 億キロ、6年の旅路に出発しまし

た。今、宇宙空間を一人ぼっちで、目標に向かって、ひたすら飛んでいます。私たちは、はやぶさ

2号のように後ろを見るのでなく、前に向かって、進もうではありませんか。後ろのものは、忘れ、

前のものに全身を向けつつ、自分自身の幻を持って、ビジョンを持って、グレイスの目標を目指し

て、ひたすら努力することです。「鋤に手をかけてから、後ろを顧みる者は、神の国にふさわしく

ない」という聖書の言葉があります。激動の新しい年を、前進しましょう。 

 

 

 

 

 

   お礼 前号のグレイス新聞にて読まなくなった本、写真集等の寄贈をお願いしたところ 

      多くの皆さまが届けてくださり有り難うございました。(事務長：黒木） 

    

 

施設理念『 キリストの愛を原点に全人的ケアを目指します 』 
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【 2014 秋・冬号（2015/ 1/ 30）】 

2015 年 救世軍標語 

「ビジョンを掲げて ～確かな実を結ぶ～」 

 

『わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝である。人がわたしにつながっており、 

わたしもその人につながっていれば、その人は豊かな実を結ぶ。わたしを離れては、 

あなたがたは何もできないからである。 』  (ヨハネによる福音書 15章 5 節) 
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